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やまと

万葉がたIl

春
陽

葛
城
山
に
　
た
つ
雲
の

立
ち
て
も
坐
て
も

妹
を
し
そ
思
ふ

柿
本
人
麻
呂
歌
集
（
巻
十
一
・
二
四
五
三
）

冨
葉
菜
』
巻
十
一
は

「
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
歌

集
」
に
お
っ
た
1
4
9
首

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
柿
本

人
麻
呂
は
天
武
天
皇
・
持

続
天
基
の
こ
ろ
に
活
躍
し

た
『
万
葉
集
』
を
代
表
す

る
歌
人
の
一
人
で
す
が
、

自
ら
歌
を
作
る
だ
け
で
な

く
、
す
で
に
あ
っ
た
歌
を

歌
集
に
書
き
留
め
て
い
た

よ
う
で
す
。
『
万
葉
集
』
は
漢
字
は

か
り
で
香
か
れ
て
お
り
、

人
麻
呂
歌
集
の
歌
は
文
字

数
が
少
な
い
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
今
回
の
歌
の
原
文

は
「
審
揚
　
幕
山
　
稜
雲

立
座
　
妹
念
」
。
こ
れ

で
5
・
7
・
5
・
7
・
7

の
3
1
音
を
表
し
て
い
ま

す
。
た
っ
た
1
0
文
字
で
一

首
を
志
す
の
は
、
同
じ
く

巻
十
一
・
二
四
四
七
の
人

麻
呂
歌
集
歌
と
並
ん
で
、

『
左
墓
室
申
、
最
少
で
す
。

「
確
認
測
温
園
濁

こ
の
歌
は
「
春
陽
」
か

護
持
繕

前
置
き
で
、
書
の
楊
そ
の

も
の
を
詠
ん
だ
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
「
葛
」
は

蔓
草
で
ク
ス
と
も
カ
ゾ
ラ

と
も
訓
み
ま
す
が
、
こ
こ

で
は
「
か
づ
ら
き
」
の
地

名
を
表
し
て
い
ま
す
。
陽

は
よ
く
「
か
づ
ら
（
か
ず

ら
）
」
　
（
髪
飾
り
）
に
さ

れ
ま
し
た
。
動
詞
で
は
「
か

づ
ら
く
」
と
な
り
ま
す
。

そ
の
「
か
づ
ら
き
」
山
に

た
つ
雲
の
よ
う
に
、
立
っ

て
も
座
っ
て
も
妹
（
女
性
）

の
こ
と
を
思
う
、
と
い
う

歌
で
、
雲
を
比
喩
に
用
い

て
い
ま
す
。
立
つ
雲
、
居

る
雲
、
ど
ち
ら
も
歌
に
よ

く
詠
ま
れ
ま
す
が
、
「
麿

る
」
雲
は
雨
や
遠
さ
、
遮

る
も
の
と
し
て
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
、
「
立
つ
」
雲
は
「
八

撃
つ
」
の
よ
↓
「
抵
ち

ら
か
と
い
う
と
瑞
祥
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

人
麻
呂
歌
集
や
人
麻
呂

作
歌
に
は
他
に
も
春
日
、

三
輪
、
吉
野
な
ど
数
々
の

【
訳
】
春
の
場
を
麗
　
（
髪
飾
り
）

山
が
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

『
古
事
記
』
・
『
日
本
費
聾

に
「
…
た
た
な
づ
く
　
青

や
ま
－
、
電

垣
　
山
隠
れ
る
　
や
ま
と

し
う
る
は
し
」
と
も
あ
る

よ
う
に
、
県
内
の
山
々
す

べ
て
が
誼
程
・
万
葉
の
故

地
と
い
え
ま
す
。

日
差
し
の
暖
か
さ
を
感

じ
る
時
期
と
な
り
ま
し

た
。
外
に
出
て
空
、
雲
、

山
々
を
見
渡
す
だ
け
で
も

良
い
気
分
転
換
に
な
り
そ

う
で
す
。
（
県
立
万
葉
文
化
館
主
任

研
究
員
・
阪
口
由
佳
）

に
す
る
葛
城

山
に
湧
き
立
つ
雲
の
よ
う
に
、
立
っ
て
も
座
っ
て

も
妻
を
こ
そ
思
う
よ
。
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た
ま
き
は
る
　
宇
智
の
大
野
に

朝
踏
ま
す
ら
む

馬
並
め
て

そ
の
草
深
野
　
重
義
葉
巻
一
・
四
）

『
万
悪
霊
善
一
は
娃

略
天
皇
の
長
歌
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
2
番
の
歌
が

舘
明
天
皇
の
国
見
歌
で
、

誉
4
番
が
a
戻
墓
の
、

鍵
艶

め
た
ま
へ
る
歌
」
で
す
。

今
回
掲
載
の
4
番
歌
は
3

番
の
長
歌
に
付
随
す
る
反

擢
琵
醜
態

か
ど
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

歌
を
作
る
に
は
若
く
、
皇

女
を
世
話
す
る
一
族
の

「
老
」
と
い
う
人
が
皇
女

の
立
場
で
詠
ん
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
さ
ぞ
か
し
お

年
寄
り
か
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
「
老
」
は
名

前
で
す
。
『
一
名
糞
』
に

は
「
老
」
、
「
老
麻
呂
」

な
ど
の
名
を
持
つ
人
物
が

m
例
ほ
ど
見
え
、
人
気
の

名
前
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

孟
測
温
潤
溝
た

と
　
l
n
V

需
棟

3
番
の
長
歌
、
「
や
す

鶉
鶉
尭

ま
ひ
夕
に
は
か
聴

聞
囲
園
田
圏

中
田
の
　
害
す
な
り
」
は
、

冨
雲
聾
に
よ
烹
琵

い
借
り
立
た
ず

下
の
　
板
に
も
が

讃

醐が
あ
り
ま
す
。
蓑
抒
比

が
雄
略
天
皇
に
歌
っ
た

空
（
記
1
0
3
番
）
で
、

「
雄
略
天
皇
が
朗
も
夕
も

愛
用
し
て
お
ら
れ
る
、
膝

置
き
の
下
の
板
に
な
り
た

い
」
と
い
う
歌
で
す
。
『
万

葉
碁
3
番
軟
で
は
、
「
父

・
詫
間
天
皇
が
朝
も
夕
も

愛
用
し
て
お
ら
れ
る
、
梓

の
弓
の
苦
が
聞
こ
え
る
」

と
、
猟
の
場
に
は
行
か

な
い
聞
入
皇
女
が
猟
の

様
子
を
あ
り
あ
り
と
想

像
し
て
い
る
歌
に
な
っ

て
い
ま
す
。

4
番
の
反
歌
で
は
、
現

在
推
量
「
ら
む
」
を
用
い

て
一
層
具
体
的
に
描
写
し

ま
す
。
五
條
市
の
手
筈
」

が
、
舘
明
天
皇
の
猟
の
場

で
し
た
。
5
月
5
日
に
猟

を
す
る
行
革
が
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
時
期
だ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
た
ま
き
は
る
」
の
枕

詞
は
「
内
」
　
「
命
」
に
か

か
り
、
内
在
す
る
生
命
力

を
想
起
さ
せ
る
語
で
す
。

こ
の
歌
を
読
む
と
、
獲
物

が
潜
む
草
深
い
山
野
が
眼

前
に
広
が
り
ま
す
。

（
県
立
万
葉
文
化
館
主
任

研
究
員
・
阪
口
由
佳
）

「
や
す
み
L
L
我
が
大

君
の
朝
と
に
は
い
借

り
立
た
し
　
夕
と
に
は

【
訳
】
霊
魂
の
き
わ
ま
る
命
－
手
管
の
広
々
と
し
た
野

に
馬
を
つ
ら
ね
で
、
朝
、
踏
ん
で
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
草
深
き
野
よ
。


